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学力検査問題

（注　意）

　解答用紙は、この問題冊子の中央にはさんであります。まず、解答用紙を取り出して、 

受験番号シールを貼
は

り、受験番号を記入しなさい。

１．すべての問題を解答すること。

２．解答はすべて解答用紙に記入すること。

３．試験終了後、解答用紙のみ提出し、問題冊子は持ち帰ること。

※　設問の都合上、本文を一部変更している場合があります。



一

【
資
料
Ⅱ
】

【
資
料
Ⅲ
】

【
資
料
Ⅳ
】

　

次
の
【
資
料
Ⅰ
】
～
【
資
料
Ⅳ
】
は
、
日
本
人
の
幸
福
に
関
す
る
資
料
で
あ
り
、【
資
料
Ⅴ
】・【
資
料
Ⅵ
】
は
、
岡お

か

田だ

斗と

し

お
司
夫
氏
が
提
唱
す
る
「
ホ
ワ
イ

ト
社
会
」
の
特
徴
に
つ
い
て
Ａ
Ｉ
が
ま
と
め
た
資
料
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

【
資
料
Ⅰ
】

資
料
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。

（点）

対象者：20～80代男女 2800名
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出典：博報堂100年生活者研究所「“昭和100年間” の日本人の幸福度や価値観を評価した意識調査」

Ｑ．以下の年代ごとに、日本人全体がどの程度幸せだったかを、あなたの感覚で評価してください。
「とても不幸せ」を０点、「とても幸せ」を10点とすると、それぞれ何点くらいになると思いますか。

Ｑ．以下の年代ごとの、日本人が重視していたことを、あなたの感覚でお答えください。
それぞれ、当てはまるものをすべてお選びください。

「日本の将来は明るい」に「そう思う」〈中高・父母〉

幸福感（「とても幸せだ」）〈中高・父母〉

出典：NHK放送文化研究所「中高生はなぜ “幸福” なのか
　　　～「中学生・高校生の生活と意識調査2012」から③～」

出典：博報堂100年生活者研究所「“昭和100年間” の日本人の幸福度や価値観を評価した意識調査」出典： NHK放送文化研究所「中高生はなぜ “幸福” なのか
　　　～「中学生・高校生の生活と意識調査2012」から③～」
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【
資
料
Ⅴ
】「
ホ
ワ
イ
ト
社
会
」
の
Ａ
Ｉ
の
ま
と
め
①

　

岡
田
斗
司
夫
が
提
唱
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
社
会
」
と
は
、
２
０
３
０
年
～

２
０
４
０
年
頃
に
成
立
す
る
と
さ
れ
る
、
清
潔
感
や
見
た
目
の
美
し
さ
が
価
値

基
準
と
な
る
社
会
を
指
し
ま
す
。
以
下
に
そ
の
特
徴
を
簡
潔
に
ま
と
め
ま
す
。

　

清
潔
感
の
重
視 

… 
物
理
的
・
外
見
的
な
清
潔
さ
（
衛
生
的
で
あ
る
こ

と
、
整
っ
た
容
姿
）
が
正
義
と
さ
れ
、
社
会
的
価
値
の
基
準
と
な
る
。
不
潔

な
も
の
や
否
定
的
・
暴
力
的
な
行
動
（
例　

悪
口
、
暴
力
的
な
表
現
、
差
別

発
言
）
は
排
除
さ
れ
、「
ミ
ュ
ー
ト
」
や
「
見
え
な
い
化
」
さ
れ
る
。

　

見
た
目
至
上
主
義 

… 

「
美
し
い
も
の
は
正
し
い
」
と
い
う
価
値
観
が
主

流
に
。
外
見
や
発
言
の
「
ホ
ワ
イ
ト
さ
」
が
重
要
視
さ
れ
、
汚
い
も
の
や
本

音
を
露あ
ら

わ
に
す
る
行
為
は
避
け
ら
れ
る
。（
例　

汚
い
飲
食
店
は
流は

や行
ら

ず
、
見
た
目
が
き
れ
い
な
店
が
「
美お

い味
し
い
」
と
判
断
さ
れ
る
）

　

女
性
視
点
の
社
会 

… 

女
性
の
感
性
が
反
映
さ
れ
、
共
感
力
や
受
け
入
れ

る
姿
勢
が
重
視
さ
れ
る
。
少
女
漫
画
に
見
ら
れ
る
特
徴
（
例　

主
要
人
物
は

美
し
く
、
悪
者
や
モ
ブ
は
不
潔
・
醜
く
描
か
れ
る
）
が
社
会
全
体
に
広
が
る
。

　
「
い
い
人
戦
略
」
の
必
要
性 

… 

悪
口
や
自
虐
を
避
け
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で

清
潔
な
言
動
が
求
め
ら
れ
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
言
や
攻
撃
的
な
態
度
は
社

会
か
ら
排
除
さ
れ
、
良
好
な
関
係
性
を
保
つ
た
め
の
「
良
い
人
」
で
あ
る
こ

と
が
生
存
戦
略
と
な
る
。

　

監
視
と
共
生
の
社
会 

… 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
情
報
化
社
会
の
推
移
に
よ
り
、
個
人

の
言
動
が
監
視
さ
れ
、
倫
理
的
に
「
正
し
い
」
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。
分
配

と
共
生
を
重
視
す
る
デ
フ
レ
経
済
下
で
、
争
い
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
避
け
る

傾
向
が
強
ま
る
。

　

排
除
の
仕
組
み 

… 

不
潔
、
否
定
的
態
度
、
暴
力
、
誠
実
で
な
い
行
動
な

ど
は
「
仲
間
は
ず
れ
」
に
さ
れ
、
社
会
的
に
無
視
さ
れ
る
。
特
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
雰
囲
気
を
乱
す
行
為
は
避
け
ら
れ
、
関
係
性
の
維
持
が
優
先
さ
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
加
速 

… 

「
コ
ロ
ナ
戦
争
」
に
よ
り
、
衛
生
意
識
や
清

潔
感
へ
の
価
値
観
が
強
化
さ
れ
、
ホ
ワ
イ
ト
社
会
へ
の
移
行
が
加
速
し
て
い

る
と
さ
れ
る
。

【
資
料
Ⅵ
】「
ホ
ワ
イ
ト
社
会
」
の
Ａ
Ｉ
の
ま
と
め
②

　

岡
田
斗
司
夫
氏
が
提
唱
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
社
会
」
は
、
現
代
社
会
が
「
清

潔
さ
」「
見
た
目
の
美
し
さ
」「
高
い
倫
理
性
」「
政
治
的
正
し
さ
（
ポ
リ

テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
）」
を
極
端
に
重
視
す
る
方
向
へ
向
か
っ
て
い

る
と
い
う
概
念
で
す
。
そ
の
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
「
見
た
目
が
良
い
も
の
は
正
し
い
」
と
い
う
価
値
観
の
浸
透 

… 

外
見
が

美
し
く
、
清
潔
で
あ
る
こ
と
、
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
ま

す
。
内
面
や
本
質
よ
り
も
、
表
面
的
な
印
象
が
評
価
の
土
台
と
な
り
ま
す
。

　
「
汚
い
も
の
は
正
し
く
な
い
」
と
い
う
価
値
観 

… 

不
潔
な
も
の
、
み
っ

と
も
な
い
行
動
、
悪
口
や
暴
言
な
ど
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
要
素
は
排
除
さ
れ
よ

う
と
し
ま
す
。
例
え
ば
、
物
理
的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
言

葉
の
暴
力
も
極
端
に
避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
「
表
面
的
な
い
い
人
」
戦
略
の
重
視 

… 

他
人
か
ら
「
い
い
人
」
と
誤
解

さ
れ
る
た
め
の
戦
略
が
、
社
会
生
活
を
送
る
上
で
最
適
な
生
存
戦
略
で
あ
る

と
さ
れ
ま
す
。
本
音
を
出
す
よ
り
も
、
波
風
を
立
て
ず
、
協
調
性
が
あ
り
、

他
人
を
不
快
に
さ
せ
な
い
振
る
舞
い
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
へ
の
影
響 

… 

こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
だ
け
で

な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で
の
振
る
舞
い
も
評
価
対
象
と
な
り
、
清
く

正
し
い
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

排
他
的
な
側
面 

… 

「
良
き
を
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
聞
こ
え
の
良
い
側

面
が
あ
る
一
方
で
、
多
様
性
を
無
視
し
、
表
面
が
ホ
ワ
イ
ト
で
な
い
も
の
を

排
除
す
る
傾
向
が
強
ま
り
ま
す
。
個
性
的
な
人
物
や
、
見
た
目
が
ク
リ
ー
ン

で
な
い
と
中
身
を
見
て
も
ら
う
こ
と
す
ら
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
共
感
」
の
重
視
と
競
争
の
希
薄
化 

… 

人
と
競
争
し
た
り
勝
ち
負
け
を

決
め
た
り
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
、
自
分
一
人
だ
け
が
成
長
す
る
よ
り
も
、

周
囲
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
共
感
を
大
切
に
す
る
傾
向
が

強
ま
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響 

… 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
、
個
人
の
発
言
や
行
動
が
可

視
化
さ
れ
や
す
く
な
り
、
炎
上
な
ど
を
避
け
る
た
め
に
「
不
潔
な
発
言
は
危

険
」
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
よ
る
加
速 

… 

感
染
対
策
な
ど
で
「
清
潔
さ
」
が
徹
底

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
ホ
ワ
イ
ト
社
会
化
の
流
れ
が
加
速
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
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一
の
設
問

問
一　
【
資
料
Ⅰ
】
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

日
本
人
全
体
の
幸
福
度
が
最
も
低
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、

１
９
４
０
年
代
で
あ
る
。

２　

こ
れ
ま
で
で
２
０
２
０
年
代
の
幸
福
度
と
最
も
近
似
し
て
い
る
の

は
、
１
９
５
０
年
代
で
あ
る
。

３　

日
本
人
全
体
の
幸
福
度
が
最
も
高
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、

１
９
８
０
年
代
で
あ
る
。

４　

２
０
２
０
年
代
以
降
、
日
本
人
全
体
が
幸
福
だ
と
感
じ
る
人
の
割
合

は
徐
々
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

問
二　
【
資
料
Ⅱ
】
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

戦
前
の
１
９
４
０
年
代
以
前
は
、
日
本
人
は
家
族
と
の
つ
な
が
り
だ

け
が
重
要
だ
っ
た
。

２　

１
９
５
０
年
代
か
ら
１
９
７
０
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け

て
、
家
族
の
絆き
ず
なが
軽
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３　

バ
ブ
ル
期
の
始
ま
り
の
１
９
８
０
年
代
と
崩
壊
の
１
９
９
０
年
代

は
、
日
本
人
の
仕
事
へ
の
価
値
観
と
相
関
し
て
い
る
。

４　

２
０
２
０
年
代
の
コ
ロ
ナ
禍
が
原
因
と
な
っ
て
、
日
本
人
は
多
様
性

を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
三　
【
資
料
Ⅲ
】
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

全
時
代
を
通
し
て
、
相
対
的
に
楽
観
的
な
の
が
中
学
生
で
、
悲
観
的

な
の
が
母
親
で
あ
る
。

２　

バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
１
９
９
０
年
代
以
降
、
父
親
の
認
識
に
最
も
劇

的
な
変
化
が
生
じ
た
。

３　

バ
ブ
ル
崩
壊
の
１
９
９
０
年
代
以
降
、
景
気
は
好
転
せ
ず
、
日
本
の

将
来
を
悲
観
す
る
大
人
の
割
合
は
低
い
。

４　

バ
ブ
ル
崩
壊
の
１
９
９
０
年
代
以
降
、
景
気
が
停
滞
す
る
も
、
将
来

は
明
る
い
と
思
う
中
高
生
の
割
合
が
若
干
増
加
し
て
い
る
。

問
四　
【
資
料
Ⅳ
】
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

父
親
の
幸
福
感
は
す
べ
て
の
調
査
年
度
に
お
い
て
最
も
低
い
数
値
と

な
っ
て
い
る
。

２　

１
９
８
２
年
か
ら
の
３
０
年
間
で
最
も
幸
福
感
が
上
昇
し
た
の
は
高

校
生
で
あ
る
。

３　

１
９
８
２
年
か
ら
１
０
年
ご
と
に
幸
福
感
を
た
ど
る
と
、
す
べ
て
の

年
代
が
右
肩
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。

４　

中
高
生
と
父
母
の
幸
福
感
は
、
年
を
経
る
に
つ
れ
て
差
が
開
い
て

い
っ
て
い
る
。

問
五　

次
に
示
す
【
資
料
Ⅴ
】
と
【
資
料
Ⅵ
】
に
関
す
る
説
明
と
し
て
、
共

通
点
は
Ｃ
、
相
違
点
は
Ｄ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
答
え
な

さ
い
。

１　

岡
田
斗
司
夫
が
提
唱
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
社
会
」
を
、
清
潔
感
、
見
た

目
の
美
し
さ
、
高
い
倫
理
性
等
を
重
視
す
る
社
会
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。

２　

排
除
の
仕
組
み
と
は
、
具
体
的
に
「
見
え
な
い
化
」「
仲
間
は
ず
れ
」

で
あ
る
。

３　

女
性
視
点
や
少
女
漫
画
的
な
特
徴
が
、
社
会
全
体
の
価
値
観
に
反
映

さ
れ
る
。

４　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
協
調
的
な
振
る
舞
い
が
生
存
戦
略
と
し
て
求
め
ら

れ
、
波
風
を
立
て
な
い
態
度
が
重
視
さ
れ
る
。

５　

ホ
ワ
イ
ト
社
会
の
成
立
時
期
に
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
現
代
社
会
の
進

行
中
の
傾
向
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

６　

ビ
ジ
ネ
ス
空
間
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
に
も
ホ
ワ
イ
ト

社
会
の
基
準
は
及
ぶ
。

７　

競
争
よ
り
も
共
感
が
重
視
さ
れ
、
個
人
の
成
長
よ
り
も
周
囲
と
の
調

和
を
優
先
す
る
価
値
観
が
重
視
さ
れ
る
。

８　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
衛
生
意
識
の
強
化
が
ホ
ワ
イ
ト
社
会
へ
の
移
行
を

加
速
さ
せ
た
。

設
問
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。
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問
六　
【
資
料
】
全
体
の
内
容
を
踏
ま
え
た
、【
資
料
Ⅰ
】
と
【
資
料
Ⅳ
】
の

「
幸
せ
」
に
対
す
る
認
識
の
違
い
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

ホ
ワ
イ
ト
社
会
の
成
立
に
向
か
っ
て
、
日
本
人
全
体
の
幸
福
度
は
下

が
っ
て
い
る
が
、
自
分
ら
し
さ
や
多
様
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
に
あ
っ

て
、
中
高
生
を
中
心
と
す
る
幸
福
感
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

２　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
「
失
わ
れ
た
３
０
年
」
か
ら
、
日
本
人
の
幸
福
度

は
下
が
り
続
け
て
い
る
が
、
ホ
ワ
イ
ト
社
会
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
中
高

生
を
中
心
と
す
る
幸
福
感
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

３　

社
会
の
ホ
ワ
イ
ト
化
の
影
響
か
ら
日
本
人
は
謙
虚
に
な
り
、
結
果
的

に
幸
せ
を
自
慢
す
る
の
は
ご
く
一
部
で
、
日
本
人
の
大
部
分
は
、
自
分

は
幸
せ
で
は
な
い
と
自
己
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

４　

ホ
ワ
イ
ト
社
会
が
成
立
す
る
こ
と
は
、
日
本
人
の
本
音
と
建
前
が
分

け
ら
れ
、
日
本
人
全
体
が
不
幸
に
な
る
と
主
張
す
る
一
方
、
個
人
的
に

は
幸
せ
を
実
感
し
て
お
り
、
認
識
が
一
貫
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
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二　
次
の
文
章
は
、
渡わ

た
な
べ
け
ん
さ
く

辺
健
策
「
デ
ジ
タ
ル
情
報
空
間
の
汚
染
に
ど
う
向

き
合
う
か
～
深
刻
化
す
る
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
の
被
害
と
匿
名
表
現
の
自
由
を
考

え
る
～
」
の
一
部
で
す
。
本
文
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
の
被
害
対

策
と
し
て
、
投
稿
者
の
氏
名
等
を
明
ら
か
に
す
る
発
信
者
情
報
開
示
の

手
続
き
が
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
よ
り
簡
易
・
迅
速
化
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問

に
答
え
な
さ
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
匿
名
表
現
の
〝
可
能
性
〟
と
〝
危
険
性
〟
と

は
、
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
も
の
な
の
か
。
匿
名
表
現
の
自
由
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
総
務
省
職
員
の
海う
み

野の

敦あ
つ

史し

氏
は
、Ａ
個
人
の
研
究
と
し
て
発
表

し
た
論
文
で
、
ア
メ
リ
カ
の
学
会
に
お
け
る
匿
名
言
論
の
評
価
に
つ
い
て
、

利
点
と
問
題
点
に
分
け
て
整
理
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
日
本
の
発
信
者

情
報
開
示
は
、
ア
メ
リ
カ
の
学
説
や
法
律
を
参
考
に
制
度
設
計
さ
れ
た
経
緯

が
あ
る
た
め
、
先
行
研
究
の
整
理
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
海
野
氏
が
ま
と

め
た
匿
名
言
論
の
利
点
と
問
題
点
を
以
下
に
要
約
し
た
。

（
匿
名
言
論
の
利
点
）

①
萎
縮
し
な
い
で
本
音
を
言
い
や
す
く
な
る

　

言
論
の
総
量
増
加
、
思
想
の
自
由
市
場
がａ
ハ
ッ
テ
ン

⌇
⌇
⌇
⌇

②
少
数
意
見
や
内
部
告
発
な
ど
が
可
能
に

　

民
主
主
義
の
過
程
で
貴
重
な
役
割
を
果
た
す

③
言
論
に
伴
っ
て
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
報
復
・
脅
迫
な
ど
の
リ
ス
ク

か
ら
言
論
者
を
保
護

④ｂ
ヘ
ン
ケ
ン

⌇
⌇
⌇
⌇
に
基
づ
く
理
解
を
防
止

　

実
際
の
表
現
内
容
の
み
で
趣
旨
が
理
解
さ
れ
る

（
匿
名
言
論
の
問
題
点
）

①
思
想
な
ど
が
同
じ
者
ど
う
し
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
形
成

　

異
な
る
思
想
の
排
除
に
傾
斜
し
が
ち

②
不
誠
実
な
表
現
活
動
と
虚
偽
の
情
報
拡
散

　

説
明
責
任
な
く
健
全
な
政
治
シ
ス
テ
ム
の
対
極
に

③
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
差
別
な
ど
有
害
行
為
を
助
長

　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
集
団
の
議
論
参
画
の
機
会
減
少

④
違
法
行
為
の
隠か
く

れ
蓑み

の

と
し
て
利
用
さ
れ
る
リ
ス
ク

　

名
誉
毀
損
な
ど
の
違
法
な
言
論
も
放
置
さ
れ
が
ち

⑤
内
容
の
妥
当
性
や
信
頼
度
を
判
断
す
る
た
め
言
論
者
の
経
歴
・
素
性

を
知
る
の
に
追
加
的
負
担

（
海
野
敦
史
氏
の
論
文
よ
り
抜
粋
要
約
）

　

挙
げ
ら
れ
た
「
匿
名
言
論
の
問
題
点
」
の
多
く
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
を
は

じ
め
と
す
る
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
っ
て
急
激
に
増
大
し
、
誹
謗
中
傷
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
る
。Ｃ
そ
れ
に

比
べ
て
「
匿
名
言
論
の
利
点
」
に
つ
い
て
は
、
学
識
者
の
間
で
は
論
じ
ら
れ

て
い
て
も
、Ｄ
一
般
社
会
で
は
そ
れ
ほ
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
中
、
問
題
点
ば
か
り
が
顕
在
化
し
て
い
く

こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
匿
名
発
信
の
規
制
を
求
め
る
意
見
が
社
会
の
中
で
増

え
て
き
て
も
お
か
し
く
な
い
、
危
う
さ
を
は
ら
ん
で
い
る
。

　

海
外
で
は
、
実
際
に
匿
名
表
現
に
対
す
る
直
接
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
例

も
あ
り
、
表
現
の
自
由
に
対
す
る
重
大
な
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
韓
国
で
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
攻
撃
的
な
投
稿
や
誹
謗
中
傷
な
ど
を

抑
え
る
た
め
、
２
０
０
４
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
選
挙
掲
示
板
の
利
用

者
を
対
象
に
、
そ
し
て
２
０
０
７
年
か
ら
は
一
般
掲
示
板
も
対
象
に
、
利
用

者
の
本
人
確
認
を
義
務
付
け
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
名
制
」
が
導
入
さ
れ

た
。
表
現
の
自
由
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
、
規
制
に
対
す
る
批
判
の
声
が

多
か
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
研
究
者
ら
の
分
析
に
よ
る
と
、
誹
謗
中

傷
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表
現
を
含
む
投
稿
の
抑
制
効
果
は
部
分
的
・
限
定
的

だ
っ
た
の
に
対
し
、
全
体
の
投
稿
数
は
明
ら
か
に
減
少
し
、
実
名
を
義
務
付

け
る
規
制
が
表
現
行
為
を
萎
縮
さ
せ
る
方
向
に
作
用
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
２
０
１
２
年
８
月
に
、
憲
法
裁
判
所
（
＝
最
高

裁
）
が
規
制
自
体
を
違
憲
と
判
断
し
、
実
名
制
はｃ
ハ
イ
シ

⌇
⌇
⌇
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
で
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
匿
名
表
現
へ
の
法
規
制
が
政
府
の
言

論
統
制
に
悪
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
、
偽

情
報
を
発
信
し
た
者
に
刑
事
罰
を
科
す
法
律
が
制
定
さ
れ
、
政
権
に
批
判
的

な
主
張
が
抑
圧
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
弊
害
も
考
え
る
と
、
匿
名
表
現
の
自
由
に
対
す
る
直
接
規

制
を
行
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
、Ｅ
匿
名
表
現
の
自
由
は
、
い
か
な
る
と
き
で
も
完
全
に
保

障
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
海
野

氏
は
、
匿
名
表
現
の
自
由
の
保
障
は
、
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
憲
法

十
三
条
の
「
公
共
の
福
祉
」
に
基
づ
く
制
約
を
受
け
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の

う
え
で
、「
匿
名
で
表
出
さ
れ
た
表
現
物
の
内
容
が
名
誉
毀
損
等
に
該
当

し
、
他
人
の
基
本
権
に
関
す
る
法
益
を
著
し
く
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
、
そ
の
表
現
自
体
が
『
公
共
の
福
祉
』
に
基
づ
く
制
約
を
受
け
る
。
こ
の

と
き
、
当
該
他
人
と
の
関
係
に
お
い
て
、
民
事
上
又
は
刑
事
上
、
侵
害
の
主

体
と
な
る
表
現
者
を
特
定
す
る
必
要
性
が
生
じ
得
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
限
り

に
お
い
て
、
匿
名
性
も
制
約
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

　
「
公
共
の
福
祉
」
に
基
づ
く
制
約
は
、
ど
こ
ま
で
許
容
さ
れ
る
の
か
。「
匿

名
者
の
表
現
の
自
由
」
と
「
権
利
侵
害
を
受
け
た
被
害
者
の
権
利
」
の
比
較

衡
量
を
個
別
に
判
断
し
て
い
く
際
のＦ
基
準
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
が
、
重

要
と
な
る
。

注　

衡
量 

… 

は
か
り
に
か
け
て
重
さ
や
量
を
は
か
る
こ
と
。

Ｂ

注
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の
設
問

問
一　
　
　
　

線
部
Ａ
「
個
人
の
研
究
と
し
て
発
表
し
た
論
文
」
と
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
海
野
氏
の
論
文
を
参
照
す
る
理
由
に
つ
い
て
の
説
明
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な

さ
い
。

１　

海
野
氏
は
公
的
な
仕
事
に
加
え
、
個
人
の
研
究
で
ア
メ
リ
カ
の
学
説

や
法
律
に
つ
い
て
も
学
ぶ
姿
勢
か
ら
、
内
容
も
充
実
し
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
か
ら
。

２　

匿
名
表
現
の
自
由
を
考
え
る
う
え
で
、
日
本
よ
り
先
行
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
の
学
説
や
法
律
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
示
唆
に
富
む
こ
と
だ
と

言
え
る
か
ら
。

３　

ア
メ
リ
カ
の
学
会
に
お
け
る
匿
名
の
言
論
を
ど
う
評
価
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
日
本
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
の
学
説
や
法
律
を
参
考
に
す
る
必
要

が
あ
る
か
ら
。

４　

日
本
の
発
信
者
情
報
開
示
は
ア
メ
リ
カ
の
事
例
を
参
考
に
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
先
行
研
究
を
整
理
し
た
海
野
氏
の
論
文
は
大
変
有
益
だ
と

言
え
る
か
ら
。

問
二　
　
　
　

線
部
Ｂ
「
利
点
と
問
題
点
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
当

で
な
い
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

本
音
を
言
い
や
す
く
な
る
た
め
、
本
音
に
共
感
し
た
友
好
的
な
雰
囲

気
が
作
り
出
さ
れ
る
。

２　

組
織
を
健
全
に
す
る
内
部
告
発
も
で
き
る
が
、
組
織
に
不
利
益
な
虚

偽
も
拡
散
で
き
る
。

３　

発
言
者
は
報
復
か
ら
保
護
さ
れ
る
一
方
、
発
言
を
向
け
ら
れ
た
相
手

は
保
護
さ
れ
な
い
。

４　

公
平
性
を
欠
く
判
断
で
は
な
く
発
言
内
容
で
判
断
さ
れ
る
が
、
発
言

者
の
身
元
を
知
る
負
担
が
生
じ
る
。

問
三　
　
　
　

線
部
Ｃ
「
そ
れ
」
が
指
示
す
る
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

匿
名
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
言
が
、
誹
謗
中
傷
と
い
う
主
張
に
な
っ
て
現

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

２　

匿
名
言
論
の
問
題
点
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
誹
謗
中
傷
な
ど
の
社
会
課
題
と

し
て
現
実
化
し
て
い
る
こ
と
。

３　

匿
名
言
論
が
問
題
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
誹
謗
中
傷
を
許
さ
な
い
独

裁
主
義
を
招
く
と
い
う
こ
と
。

４　

急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
で
、
誹
謗
中
傷
の
た
め
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
が
問

題
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

問
四　
　
　
　

線
部
Ｄ
「
一
般
社
会
で
は
そ
れ
ほ
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て

い
る
の
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

匿
名
言
論
の
利
点
は
学
識
者
の
間
で
は
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般

社
会
で
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
重
要
性
は
高
く
な

い
と
言
え
る
と
い
う
こ
と
。

二

２　

匿
名
言
論
は
誹
謗
中
傷
等
の
問
題
点
も
数
多
く
あ
る
が
、
実
は
利
点

も
問
題
点
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
数
の
点
で

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

３　

社
会
で
は
匿
名
の
誹
謗
中
傷
等
の
課
題
ば
か
り
が
目
立
ち
、
社
会
で

規
制
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
結
果
、
表
現
の
自
由
に
悪
影
響
が
生
じ
る

危
険
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

４　

海
外
で
は
、
匿
名
表
現
に
対
す
る
直
接
規
制
が
政
府
の
言
論
統
制
に

悪
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
主
主
義
が
失
わ
れ
、
独
裁
国
家
を
生

む
原
因
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

設
問
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。

─ 6 ─



問
五　
　
　
　

線
部
Ｅ
「
匿
名
表
現
の
自
由
は
、
い
か
な
る
と
き
で
も
完
全

に
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

匿
名
表
現
の
自
由
は
、
他
人
の
名
誉
な
ど
の
基
本
的
権
利
を
著
し
く

侵
害
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
表
現
の
自
由
の
一
環
と
し
て
常
に
す
べ

て
の
法
律
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
た
め
、
公
共
の
福
祉
に
基
づ
く
制
約
を

受
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

２　

匿
名
表
現
の
自
由
は
、
理
想
的
に
は
公
共
の
福
祉
に
よ
る
制
約
を
受

け
る
こ
と
は
あ
る
が
、
現
実
的
に
は
匿
名
掲
示
板
で
の
加
害
者
の
特
定

は
不
可
能
に
近
い
こ
と
か
ら
、
匿
名
で
表
出
さ
れ
た
表
現
を
制
限
す
る

こ
と
は
大
変
難
し
い
と
い
う
こ
と
。

３　

匿
名
表
現
の
自
由
は
、
他
人
の
名
誉
な
ど
の
基
本
的
権
利
を
著
し
く

侵
害
す
る
場
合
、
公
共
の
福
祉
に
基
づ
く
制
約
を
受
け
、
加
害
者
特
定

の
必
要
性
か
ら
匿
名
性
も
制
限
さ
れ
得
る
た
め
、
常
に
完
全
に
保
障
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

４　

匿
名
表
現
の
自
由
は
、
他
人
の
名
誉
な
ど
の
基
本
的
権
利
と
衝
突
す

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
公
共
の
福
祉
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
国
民
の
権
利

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
接
規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
常
に
完
全

な
形
で
保
障
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

問
六　

本
文
全
体
の
内
容
を
踏
ま
え
た　
　
　

線
部
Ｆ
「
基
準
」
の
具
体
例

と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え

な
さ
い
。

１　

た
と
え
匿
名
で
も
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
た
か
。

２　

名
誉
毀
損
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
、
被
害
者
利
益
が
ど
れ
ほ
ど

深
刻
に
侵
害
さ
れ
た
か
。

３　

匿
名
表
現
が
単
な
る
意
見
表
明
か
、
も
し
く
は
中
傷
的
・
攻
撃
的
・

侮
辱
的
か
。

４　

発
言
の
対
象
が
、
政
治
家
や
有
名
人
な
ど
の
公
的
人
物
か
、
も
し
く

は
一
般
市
民
か
。

問
七　

〰
〰

〰

線
部
ａ
～
ｃ
の
カ
タ
カ
ナ
に
相
当
す
る
漢
字
を
楷
書
で
書
き

な
さ
い
。

ａ　

ハ
ッ
テ
ン　
　

ｂ　

ヘ
ン
ケ
ン　
　
ｃ　

ハ
イ
シ

─ 7 ─



　

次
の
文
章
は
、
伊い

よ与
原は

ら
し
ん新
『
宙そ

ら

わ
た
る
教
室
』
の
一
節
で
す
。
優
秀

な
惑
星
科
学
の
研
究
者
だ
っ
た
藤ふ
じ
た
け竹
叶か

な
えは
、
定
時
制
高
校
に
理
科
教
員

と
し
て
赴
任
し
て
、
科
学
部
を
創
部
し
ま
し
た
。
科
学
部
の
生
徒
は
、

年
齢
も
国
籍
も
さ
ま
ざ
ま
の
生
徒
た
ち
で
、
現
在
、
火
星
の
ク
レ
ー

タ
ー
を
再
現
す
る
実
験
を
し
て
い
ま
す
。
藤
竹
は
部
員
た
ち
の
実
験
を

見
守
っ
て
お
り
、
以
下
は
そ
れ
に
続
く
場
面
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、

後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

　

彼
ら
を
見
つ
め
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
大
学

院
時
代
の
恩
師
の
言
葉
だ
。

　

実
験
て
の
は
ね
、
想
定
外
の
結
果
が
出
て
か
ら
が
本
番
だ
よ
─
。

Ａ
今
自
分
が
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
「
想
定
外
」
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
ず
、
部
員
た
ち
の
変
化
が
そ
う
だ
。
個
々
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
成
長
し
、

互
い
の
関
係
性
を
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
濃
く
深
く
し
て
い
く
。
そ
し
てＢ
そ
の
こ

と
が
、
研
究
成
果
に
も
大
き
く
影
響
し
て
く
る
。
そ
の
度
合
い
は
、
藤
竹
の

想
像
を
遥は
る

か
に
超
え
て
い
た
。
被
験
者
に
こ
こ
ま
で
大
き
く
変
わ
ら
れ
て

は
、
結
果
を
予
測
す
る
の
は
困
難
だ
。

　

そ
し
て
、
周
囲
の
変
化
。
注
１
要か

な
め

や注２
木き

内う
ち

、
そ
し
て注３
麻ま

い衣
ま
で
も
が
科
学
部
に

関
わ
っ
て
く
る
と
は
、
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
。Ｃ
彼
ら
が
吹
か
せ
る
風
も
ま

た
、
部
と
部
員
た
ち
の
進
む
方
向
を
変
え
て
い
く
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
彼
ら

は
こ
の
活
動
に注
４コ
ミ
ッ
ト
す
る
の
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
極
め
て
個
人
的
な

は
ず
の
「
そ
の
気
に
な
る
」
と
い
う
現
象
は
、
何
ら
か
の注
５機
序
で
ま
わ
り
に

伝で
ん

播ぱ

す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

注
６佳か

純す
み

に
「
そ
ん
な
の
実
験
じ
ゃ
な
い
」
とａ
看
破
さ
れ
た

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
に
も
か
か
わ
ら

ず
、Ｄ
ま
だ
部
員
た
ち
の
こ
と
を
被
験
者
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。ｂ
自
嘲
⌇
⌇
を
浮
か

べ
て
い
る
と
、注７
岳た

け

人と

が
脚き

ゃ
た
つ立
の
上
か
ら
こ
ち
ら
を
見
下
ろ
し
て
言
っ
た
。

「
何
ニ
ヤ
つ
い
て
ん
だ
よ
。
や
る
よ
」

　

い
つ
の
間
に
か
、注
８実
験
ボ
ッ
ク
ス
に
は
再
び
標
的
と
弾
丸
が
セ
ッ
ト
さ

れ
、
滑
車
の
上
ま
で
吊つ

り
上あ

げ
ら
れ
て
い
た
。
佳
純
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で

加
速
度
計
の
デ
ー
タ
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
。

　

岳
人
が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
撮
影
ボ
タ
ン
を
押
し
、注９
櫓や

ぐ
らの
て
っ
ぺ
ん
か
ら

伸
び
る
チ
ェ
ー
ン
と
発
射
装
置
の
留
め
具
を
つ
な
い
だ
。「
よ
し
、
い
い

ぞ
！
」

「
い
く
ヨ
！　

三
、二
、一
！
」

注1
注
ア
ン
ジ
ェ
ラ
が
電
磁
石
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
と
、
滑
車
が
動
き
、
ド
ン
、

と
い
う
発
射
音
。
ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
上
に
落
ち
た
実
験
ボ
ッ
ク
ス
を
皆

で
取
り
囲
む
。

「
い
い
ね
え
。
い
い
の
が
出
来
た
っ
ぽ
い
」
岳
人
がＥ
嬉う

れ

し
そ
う
に
言
っ
た
。

「
動
画
、
確
か
め
よ
う
ヨ
」

　

取
り
外
し
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
ま
わ
り
に
固
ま
り
、
小
さ
な
液
晶
モ
ニ

タ
ー
を
の
ぞ
き
込
む
部
員
た
ち
か
ら
一
人
離
れ
て
、注1
注

長な
が
み
ね嶺

が
隣
へ
来
た
。

「
こ
れ
で
、
い
い
っ
て
こ
と
だ
な
」
長
嶺
は
確
か
め
る
よ
う
に
言
う
。「
そ

の
気
に
さ
せ
て
、
い
い
っ
て
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
？
」

「
人
間
は
、
そ
の
気
に
さ
せ
ら
れ
て
こ
そ
、
遠
く
ま
で
行
け
る
」
眼
鏡
に
手

を
や
り
、
笑
顔
の
部
員
た
ち
を
見
つ
め
て
答
え
た
。「Ｆ
私
は
、
そ
う
思
い
ま

す
」

　

岳
人
の
声
が
響
い
た
。

「
も
う
一
回
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
量
増
や
し
て
や
っ
て
み
よ
う
ぜ
！
」

　

そ
の
言
葉
に
、
小
さ
く
う
な
ず
く
。

Ｇ
恩
師
の
言
う
と
お
り
、
実
験

0

0

は
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
。

注
１　

要 

… 

藤
竹
の
勤
め
る
定
時
制
高
校
と
同
じ
校
舎
を
使
用
し
て
い
る

全
日
制
高
校
に
通
う
生
徒
。
科
学
部
と
の
関
わ
り
を
き
っ
か
け
に
協
力

す
る
よ
う
に
な
る
。

注
２　

木
内 

… 

定
時
制
高
校
の
英
語
科
教
員
。

注
３　

麻
衣 

… 

定
時
制
高
校
の
生
徒
。

注
４　

コ
ミ
ッ
ト
す
る 

… 

関
与
す
る
。

注
５　

機
序 

… 

し
く
み
。

注
６　

佳
純 
… 

科
学
部
員
。

注
７　

岳
人 
… 
科
学
部
部
長
。

注
８　

実
験
ボ
ッ
ク
ス 
… 
科
学
部
で
作
っ
た
、
火
星
の
重
力
や
気
温
を
再

現
す
る
実
験
装
置
の
一
部
。（
左
図
矢
印
を
参
照
）

三

注
９　

櫓 

… 

木
材
を
組
ん
で
高
く
立
て
た
台
。

注
10　

ア
ン
ジ
ェ
ラ 

… 

科
学
部
員
。

注
11　

長
嶺 

… 

科
学
部
員
。

５1015202530
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の
設
問

問
一　

〰
〰

〰

線
部
ａ
・
ｂ
の
本
文
中
に
お
け
る
意
味
を
表
す
語
句
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号

で
答
え
な
さ
い
。

ａ　

看
破
さ
れ
た

１　

責
め
ら
れ
た

２　

踏
破
さ
れ
た

３　

論
破
さ
れ
た

４　

見
破
ら
れ
た

ｂ　

自
嘲

１　

自
ら
を
あ
ざ
け
る
笑
み

２　

学
者
を
自
負
し
た
笑
み

３　

自
身
を
謙
遜
し
た
笑
み

４　

性
格
を
非
難
す
る
笑
み

問
二　
　
　
　

線
部
Ａ
『
今
自
分
が
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ

に
そ
の
「
想
定
外
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
』
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

ど
う
い
う
状
況
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

恩
師
が
言
っ
て
い
た
結
果
を
予
測
で
き
な
い
よ
う
な
未
知
の
価
値
。

２　

複
数
の
要
因
が
複
雑
に
作
用
し
あ
う
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
実
験
。

３　

科
学
部
の
部
員
た
ち
の
変
化
と
、
部
員
の
周
り
の
人
た
ち
の
変
化
。

４　

科
学
部
の
部
員
の
成
長
と
、
部
員
を
取
り
巻
く
生
徒
た
ち
の
成
長
。

問
三　
　
　
　

線
部
Ｂ
「
そ
の
こ
と
が
、
研
究
成
果
に
も
大
き
く
影
響
し
て

く
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え

な
さ
い
。

１　

定
時
制
高
校
の
生
徒
は
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
、
人
間
的
に
成
長
し

て
、
計
り
知
れ
な
い
研
究
成
果
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
。

２　

科
学
部
の
部
員
た
ち
が
科
学
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
、
学
校
生
活

に
加
え
て
、
研
究
成
果
に
も
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

３　

科
学
部
の
部
員
た
ち
が
互
い
に
仲
が
良
く
な
っ
た
こ
と
で
、
部
の
研

究
活
動
に
も
前
向
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
。

４　

科
学
部
の
部
員
た
ち
が
成
長
し
て
関
係
が
成
熟
し
た
こ
と
が
、
研
究

成
果
に
も
想
定
外
の
好
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

三

問
四　
　
　
　

線
部
Ｃ
「
彼
ら
が
吹
か
せ
る
風
も
ま
た
、
部
と
部
員
た
ち
の

進
む
方
向
を
変
え
て
い
く
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

科
学
部
の
周
り
の
環
境
の
変
化
か
ら
部
員
も
成
長
で
き
、
助
け
合
い

な
が
ら
部
活
動
に
本
気
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

２　

科
学
部
内
で
の
協
力
に
加
え
、
部
外
の
人
た
ち
の
働
き
か
け
も
ま

た
、
科
学
部
や
部
員
を
良
い
方
向
に
導
く
と
い
う
こ
と
。

３　

科
学
部
を
取
り
巻
く
人
た
ち
が
積
極
的
に
科
学
部
に
関
わ
っ
て
く
れ

る
お
か
げ
で
、
部
は
活
気
的
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

４　

科
学
部
の
内
外
の
人
間
関
係
の
変
化
が
、
部
と
部
員
た
ち
の
今
後
の

活
動
方
針
を
変
化
さ
せ
る
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

問
五　
　
　
　

線
部
Ｄ
「
ま
だ
部
員
た
ち
の
こ
と
を
被
験
者
な
ど
と
呼
ん
で

い
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
本
文
全
体
の
内
容
を
踏
ま
え
た
藤
竹
の
人
物

像
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番

号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

科
学
へ
の
好
奇
心
を
育
も
う
と
部
員
を
見
守
る
教
育
者
の
側
面
と
、

実
験
対
象
を
冷
静
に
観
察
す
る
科
学
者
の
側
面
が
あ
る
。

２　

教
員
と
し
て
生
徒
に
対
し
て
は
礼
儀
正
し
い
社
会
人
の
側
面
と
、
校

外
で
は
個
人
で
研
究
を
進
め
る
研
究
者
の
側
面
が
あ
る
。

３　

高
校
教
員
と
し
て
生
徒
を
良
い
方
向
に
導
く
大
人
の
側
面
と
、
科
学

に
対
し
て
は
純
粋
に
向
き
合
う
子
ど
も
の
側
面
が
あ
る
。

４　

研
究
に
関
し
て
は
理
系
的
な
理
性
を
活
用
す
る
側
面
と
、
表
現
方
法

に
関
し
て
は
文
系
的
な
感
性
を
駆
使
す
る
側
面
が
あ
る
。

設
問
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。
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問
六　
　
　
　

線
部
Ｅ
に
お
い
て
、
岳
人
が
「
嬉
し
そ
う
に
言
っ
た
」
の
は

な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

部
長
と
し
て
人
間
関
係
を
改
善
し
、
装
置
を
制
作
し
て
き
た
苦
労
が

報
わ
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
か
ら
。

２　

定
時
制
高
校
の
科
学
部
の
実
験
が
、
世
界
初
の
成
功
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
興
奮
し
て
い
る
か
ら
。

３　

手
の
込
ん
だ
実
験
装
置
を
自
作
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
科
学
の
面
白

さ
に
気
づ
き
始
め
て
い
る
か
ら
。

４　

実
験
装
置
の
製
作
や
部
員
同
士
の
協
力
を
経
た
実
験
で
、
期
待
し
た

実
験
結
果
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
。

問
七　
　
　
　

線
部
Ｆ
「
私
は
、
そ
う
思
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
本
文
全
体
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
説
明
と
し

て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

人
間
と
は
極
め
て
個
人
的
な
「
そ
の
気
に
な
る
」
こ
と
で
周
囲
に
良

い
影
響
を
も
た
ら
す
た
め
、
そ
の
気
に
な
っ
て
も
問
題
な
い
と
い
う
こ
と
。

２　

定
時
制
高
校
の
生
徒
は
、
た
ま
た
ま
学
び
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
だ
け
で
、
教
員
と
の
出
会
い
次
第
で
、
成
績
は
向
上
す
る
と
い
う
こ
と
。

３　

人
間
は
誰
し
も
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
本
気
で
打
ち
込
む
こ
と

で
、
希
望
を
持
っ
て
前
向
き
に
生
き
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
。

４　

人
間
に
は
無
限
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
誰
か
の
援
助
で
、

そ
の
気
に
さ
え
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
可
能
性
は
広
が
る
と
い
う
こ
と
。

問
八　
　
　
　

線
部
Ｇ
「
恩
師
の
言
う
と
お
り
、
実
験

0

0

は
こ
れ
か
ら
が
本
番

だ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
藤
竹
は
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
の
で
す
か
。
本
文
全

体
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

定
時
制
高
校
で
の
勤
務
経
験
か
ら
昔
の
恩
師
の
言
葉
に
納
得
し
、
実

験
は
想
定
外
の
結
果
が
出
て
か
ら
が
本
番
だ
と
思
っ
た
か
ら
。

２　

定
時
制
高
校
の
教
員
と
し
て
、
科
学
部
の
生
徒
た
ち
が
生
む
前
向
き

な
変
化
を
、
よ
り
一
層
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

３　

大
学
院
の
恩
師
が
想
定
外
の
結
果
を
重
視
し
た
よ
う
に
、
自
分
も
想

定
外
の
変
化
に
注
視
し
て
、
勤
務
に
励
も
う
と
思
っ
た
か
ら
。

４　

科
学
部
の
生
徒
た
ち
の
劇
的
な
成
長
か
ら
、
定
時
制
高
校
で
は
日
本

初
の
大
き
い
成
果
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
直
感
し
た
か
ら
。

問
九　

本
文
の
内
容
・
構
成
・
表
現
の
説
明
と
し
て
、
適
当
で
な
い
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

３
行
目
は
、
藤
竹
が
恩
師
の
言
葉
を
回
想
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て

い
る
。

２　

15
行
目
の
「
機
序
」
は
、
理
系
の
研
究
者
で
あ
る
藤
竹
の
人
物
像
が

反
映
さ
れ
て
い
る
表
現
だ
と
言
え
る
。

３　

21
行
目
の
「
い
つ
の
間
に
か
」
は
、
何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
き
た
科
学
部
の
部
員
た
ち
の
手
際
の
良
さ
を
表
し
て
い
る
。

４　

22
行
目
の
後
半
か
ら
30
行
目
で
は
、
文
末
を
現
在
形
に
統
一
し
、
体

言
止
め
を
用
い
て
、
実
験
の
様
子
を
い
き
い
き
と
描
い
て
い
る
。

５　

27
行
目
の
「
い
く
ヨ
！
」
等
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
日
本
語
を
母
語

と
し
な
い
人
間
の
発
話
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

６　

41
行
目
の
「
！
」
に
は
、
よ
り
良
い
実
験
成
果
を
求
め
て
夢
中
に

な
っ
て
い
る
岳
人
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
。
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次
の
文
章
は
、「
安あ

宅た
か

」
の
一
節
で
す
。
源

み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね

義
経
は
、
兄
・
源
頼よ

り
と
も朝

と
の
不
仲
か
ら
、
弁べ
ん
け
い慶
を
含
む
十
一
人
の
家
臣
と
山や

ま
ぶ
し伏
（
山
で
修
行
す

る
人
）
に
変
装
し
て
逃
げ
て
い
ま
す
。
頼
朝
は
諸
国
に
関
所
を
設
け
、

義
経
を
捕
え
て
殺
す
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
北
陸
で
も
、
加
賀
（
現
・
石

川
県
南
部
）
の
大
名
の
富と

樫が
し

が
、
山
伏
を
取
り
締
ま
っ
て
い
ま
す
。
本

文
は
、
富
樫
が
変
装
し
た
義
経
を
呼
び
止
め
た
場
面
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
富
樫
）「
い
か
に
こ
れ
な注１るＡ
強が

う
り
き力

留と
ま

れ
と
こ
そ
」

（
義
経
の
家
臣
一
同
）「注
２す
は
我
が
君
を
怪
し
む
る
は
、Ｂ
一い

ち

期ご

の
浮
沈
極
ま
り

ぬ
と
、
皆み

な

一
同
に
立
ち
帰
る
」

（
弁
慶
）「
あ
あ
暫し
ば
らく
、
慌
て
て
事
を
為し

損
ず
な
、
や
あ注
３何
と
て
あ
の
強
力
は

通
ら
ぬ
ぞ
」

（
富
樫
）「
あ
れ
は
注
５
此こ

な
た方
よ
り
留と

め
て
候

さ
ふ
ら
ふ」

（
弁
慶
）「
そ
れ
は
何
と
て
御お
ん

留と

め
候
ぞ
」

（
富
樫
）「Ｃ
あ
の
強
力
が
ち
と
人
に
似
た
る
と
申
す
者
の注
６候

程
に
、
さ
て
留
め

て
候
よ
」

（
弁
慶
）「
何
と
人
が
人
に
似
た
る
と
は
、
珍
ら
し
か
ら
ぬ
仰お
ほ

せ
に
て
候
、
さ

て
誰
に
似
て
候
ぞ
」

（
富
樫
）
注
７「Ｄ
判は

う
ぐ
ゎ
ん官

殿ど
の

に
似
た
る
と
申
す
者
の
候
程
に
、注８
落ら

く
き
ょ居
の
間
留
め
て
候
」

（
弁
慶
）「
や
、
言
語
道
断
、
判
官
殿
に
似
申
し
た
る
強
力
め
は
、
一
期
の
思

四ひ
出
な
、
腹は

ら
た
ち立
や
、
日
高
く
は注９
能の

と登
の
国
ま
で
指
さ
う
ず
る
と
思
ひ
つ
る

に
、
僅わ
づ

か
の注1
注

笈お
ひ

負
う
て
後
に
下さ

が

れ
ば
こ
そＥ
人
も
怪
し
む
れ
、
総
じ
て
こ
の

程
、Ｆ
憎
し
憎
し
と
思
ひ
つ
る
に
、
い
で
物
見
せ
て
く
れ
ん
と
て
、
金こ

ん
が
う
づ
ゑ

剛
杖

を
お
つ
取
つ
て
散
々
に注1
注

打ち
ゃ
う
ち
ゃ
く

擲
す
、
通
れ
と
こ
そ
」

（
弁
慶
）「
や
、
笈
に
目
を
懸
け
給
ふ
は
、

注1
注
盗
人
ざ
う
な
」

　

方か
た
が
た々

は
何
故
に
、
方
々
は
何
故
に
、
か
ほ
ど
い
や
し
き
強
力
に
、
太た

ち刀
刀か

た
な

抜
き
給
ふ
は
、

注1
注
目
だ
れ
顔
の
振
舞
は
、
臆
病
の
至
り
か
と
、
十
一
人
の
山
伏

は
、
打う
ち
が
た
な刀
抜
き
か
け
て
、
勇
み
か
か
れ
る
有
様
は
、
如い

か何
な
る注1
注

天て
ん
ま魔Ｇ
鬼き

神じ
ん

も
、

注1
注

恐
れ
つ
べ
う
ぞ
見
え
た
る
。

（
富
樫
）注1
注

「Ｈ
近
頃
誤
り
て
候
、
は
や
は
や
御
通
り
候
へ
」

注
１　

強
力 

… 

山
伏
の
付
き
人
で
荷
物
を
運
ぶ
人
。

注
２　

す
は 

… 

突
然
の
出
来
事
に
驚
い
て
発
す
る
声
。
あ
っ
。

注
３　

何
と
て 

… 

ど
う
し
て
。

注
４　

通
ら
ぬ
ぞ 

… 

こ
ち
ら
に
来
な
い
の
か
。

注
５　

此
方 

… 

こ
ち
ら
側
。
富
樫
自
身
を
指
す
。

注
６　

候
程
に 

… 

お
り
ま
す
の
で

注
７　

判
官
殿 

… 

義
経
。
こ
の
と
き
二
八
歳
と
さ
れ
る
。

注
８　

落
居
の
間 

… 

は
っ
き
り
す
る
ま
で
の
間
。

注
９　

能
登 

… 

石
川
県
北
部
を
指
す
。

注
10　

笈 

… 

荷
物
を
入
れ
て
背
負
う
箱
型
の
旅
行
具
。

注
11　

打
擲
す 

… 

打
ち
た
た
く
。

注
12　

盗
人
ざ
う
な 

… 

盗
賊
だ
な
。

注
13　

目
だ
れ
顔
の
振
舞 

… 

卑
怯
者
の
振
る
舞
い
。

注
14　

天
魔
鬼
神 

… 

こ
こ
で
は
悪
魔
や
鬼
を
指
す
。

注
15　

恐
れ
つ
べ
う
ぞ
見
え
た
る 

… 

恐
れ
を
な
す
ほ
ど
で
あ
る
。

注
16　

近
頃 

… 

は
な
は
だ
。
大
変
。

注
４
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の
設
問

問
一　
　
　
　

線
部
Ａ
「
強
力
」
と
文
法
上
、
同
じ
組
み
立
て
の
熟
語
を
、

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

歓
喜　
　

２　

形
成　
　

３　

既
存　
　

４　

善
意

問
二　
　
　
　

線
部
Ｂ
「
一
期
の
浮
沈
極
ま
り
ぬ
と
、
皆
一
同
に
立
ち
帰

る
」
の
心
情
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

命
運
が
尽
き
た
と
、
全
員
が
覚
悟
し
た
。

２　

関
所
を
突
破
し
よ
う
と
、
皆
決
心
し
た
。

３　

こ
れ
か
ら
の
行
動
を
、
皆
で
相
談
し
た
。

４　

怪
し
ま
れ
ま
い
と
、
皆
本
気
を
出
し
た
。

問
三　
　
　
　

線
部
Ｃ
「
あ
の
強
力
が
ち
と
人
に
似
た
る
」
は
、
何
文
節
に

分
か
れ
ま
す
か
。
算
用
数
字
の
み
答
え
な
さ
い
。

問
四　
　
　
　

線
部
Ｄ
「
判
官
」
を
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
て
、
全
て
平
仮

名
で
書
き
な
さ
い
。

問
五　
　
　
　

線
部
Ｅ
「
人
」
は
誰
を
指
し
て
い
る
か
。
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

義
経　
　
　
　
　
　
　

２　

弁
慶

３　

義
経
の
家
臣
一
同　
　

４　

富
樫

四

問
六　
　
　
　

線
部
Ｆ
「
憎
し
憎
し
と
思
ひ
つ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
の
発
言
で
「
憎
し
」
と
判
断
さ
れ
る
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

頼
朝
か
ら
逃
げ
る
間
、
主
君
の
義
経
か
ら
ひ
ど
い
扱
い
を
受
け
て
き

た
こ
と
。

２　
「
強
力
」
へ
の
疑
い
が
晴
れ
る
ま
で
、
ず
っ
と
こ
の
関
所
に
留
め
置

か
れ
る
こ
と
。

３　

判
官
に
似
た
美
し
い
「
強
力
」
が
、
周
り
か
ら
ち
や
ほ
や
さ
れ
て
妬

ま
し
い
こ
と
。

４　
「
強
力
」
が
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
せ
い
で
人
に
怪
し
ま
れ
、
計
画
が

狂
っ
た
こ
と
。

問
七　
　
　
　

線
部
Ｇ
「
鬼
神
」
に
は
「
天
地
万
物
の
霊
魂
」
と
い
う
意
味

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
の
用
例
で
あ
る
次
の
白
文
に
対
し
て
、「
天

地
を
動
か
し
鬼
神
を
感
ぜ
し
め
」
と
い
う
読
み
方
に
な
る
よ
う
に
、
適

切
に
返
り
点
を
つ
け
な
さ
い
。

動　
　

天　
　

地　
　

感　
　

鬼　
　

神

問
八　
　
　
　

線
部
Ｈ
「
近
頃
誤
り
て
候
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
判
断
し

た
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら

二
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

逃
げ
て
も
、
や
が
て
兄
か
ら
殺
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
幼
い
義
経
が
不ふ

憫び
ん

で
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
。

２　

主
君
を
殴
っ
て
ま
で
、
頼
朝
か
ら
逃
が
そ
う
と
す
る
家
臣
た
ち
の
必

死
さ
に
心
打
た
れ
た
か
ら
。

３　

身
分
の
低
い
人
間
を
い
じ
め
る
よ
う
な
卑
怯
な
こ
と
は
、
武
士
と
し

て
禁
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
。

４　

山
伏
か
ら
襲
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
恐
ろ
し
い
悪
魔
や
鬼
に
ま
で
も

襲
わ
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
。

５　

山
伏
た
ち
か
ら
説
得
さ
れ
て
、「
強
力
」
を
義
経
だ
と
誤
解
し
て
し

ま
っ
た
原
因
が
解
消
し
た
か
ら
。

６　

富
樫
ら
に
今
に
も
襲
い
掛
か
ろ
う
と
す
る
山
伏
た
ち
の
気
迫
が
あ
ま

り
に
恐
ろ
し
か
っ
た
か
ら
。

問
題
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
終
わ
り
で
す
。
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一二

問
七

※

三

問
一

※※※

問
六

※

問
三

問
二

※

ａ

ｂ

ｃ

問
六

※

四

問
一

※

問
三

※ ※

問
四

※

問
五

※

問
一

※

問
二

※

問
三

※

問
一

※

問
二

※

問
三

※

問
四

※

問
五

※

問
四

※

問
五

※

問
六

※

※

問
七

問
八

問
二

※

問
四

※

問
五

問
七

※

問
六

※

ａ

ｂ・・

※

問
八

※

問
九

１

２
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